能 を 持った 彼等が、 幾何、 一面の 苔の 間に 落ちた と は 

云え、 自分 等の 好む、 餌の 馳走 を 心 付かぬ こと は ある 

一 一、 ヽ o 
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真 先に 屋根から 降りる 先達 は、 どの 雀が つとめる だ 

ろう。 

庭へ ついと、 遠い 遠い 彼方の 空の 高みから、 一羽の 

小鳥が 飛んで 来た。 すっと、 軽捷な 線 を 描いて、 傍の 

檜 葉の 梢に 止った。 一枝 群 を 離れて 冲 つて 居る 緑の 頂 

上に 鷹 を 小型に したよう な 力強い 頭から 嘴に かけての 

輪廓 を、 日に そむいて 居る 為、 真黒く 切 嵌めた 影絵の 

ように 見せて 居る。 囀ろうと もせず、 こせついた 羽づ 



くろい をしょう ともせず、 立 木の 中の 最も 高い 頂に 四 

辺 を 眺めて 居る 小鳥の 姿 は、 一 種気稟 ある ものの よう 

に 見えた。 じっと 動かない 焦点が 出来た 為、 私の 瞳 は、 

始めて 動く ともなく 動いて 行く 白雲の 流れに とまった。 

雄々 しい 小禽と 一 房の 梢 を 前景と して、 初冬の 雲が 静 

かに 蒼 空の 面 を 掠め、 溶け合い、 消え去って 行く。 I 

I 私 は ひとりでに、 北方の 山 並 を 思い起した。 今頃 は、 

どの 耕 野 をも満 して 居る だろう 冬枯れの 風の 音と、 透 

明 そのものの ような 空気の 厳か さ を 想った。 底冷え こ 

そす るが、 此 庭に、 そのす がすが しさが 十分の 一 でも 

あるだろう か。 
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